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気候変動に関する政府間パネル 



人為起源による気候変化、影響、適応及び緩和方策に関し、科学
的、技術的、社会経済学的な見地から包括的な評価を行うことを目
的として、1988 年に国連環境計画（UNEP）と世界気象機関（WMO）
により設立された組織です。 
 

世界の科学者が発表する論文や観測・予測データから、政府の推
薦などで選ばれた専門家がまとめます。科学的な分析のほか、社
会経済への影響、気候変 動を抑える対策なども盛り込まれます。

国際的な対策に科学的根拠を与える重みのある文書となるため、
報告書は国際交渉に強い影響力を持ちます。 
 
各国政府を通じて推薦された科学者が参加し、5～6年ごとにその

間の気候変動に関する科学研究から得られた最新の知見を評価し、
評価報告書 （assessment report）にまとめて公表します。第5次報告
の第1作業部会の場合、日本からは10人の執筆陣が参加しました。 





評価報告書 
第1作業部会（WG1）：科学的根拠、 
第2作業部会（WG2）：影響・適応・脆弱性、 
第3作業部会（WG3）：緩和策、 
報告書統合報告書（Synthesis Report） 
 
三つの作業部会の報告書は、「政策決定者向け要約（SPM）と、 
「技術要約」から出来ています。 
 
報告書の各章に通常先進国1人、途 上国から1人の計2人の総括
代表執筆者が指名されます。 
 

総括代表執筆者のもとで、代表執筆者が各章を執筆します。報告
書案は、専門家の査読者と政府によっ て査読が行われます。 



これまでの報告書 
 
第1次報告書（1990年） (FAR) 
第2次報告書（1995年）（SAR) 
第3次報告書（2001年） (TAR) 
第4次報告書（2007年） (AR4) 
第5次報告書（2013年） (AR5) 
 
195ヶ国の政府が関わって作成し、各国政府の承認を取り付ける
機構。 
 
2007年に第4次評価報告書を発表した際にノーベル平和賞を受
賞し、話題となりました。 



日本からのIPCC AR5 CLA・LA・REメンバー 
WG1                                10名 <LA 8名、RE 2名> 

 
青木 茂 
    北海道大学低温科学研究所 准教授 
    ＜WG1 第３章（観 測：海洋） LA＞  
 
野尻 幸宏 
    国立環境研究所 地球環境研究センター 上席主席研究員 
    ＜WG1 第３章（観 測：海洋） RE＞  
 
阿部 彩子 
    東京大学大気海洋研究所 准教授 
    ＜WG1 第５章（古気候のアーカイブ（記録・資料）からの情報） LA＞ 
 
近藤 豊 
    東京大学先端科学技術センター 教授  
    ＜WG1 第７章（雲とエアロゾル） LA＞ 
 
中島 映至 
    東京大学大気海洋研究所 教授 
    ＜WG1 第８章（人為起源と自然起源の放射強制力） LA＞ 
 



竹村 俊彦 
    九州大学応用力学研究所 准教授 
    ＜WG1 第８章（人為起源と自然起源の放射強制力） LA＞ 
 
江守 正多 
    国立環境研究所 地球環境研究センター 気候変動リスク評価研究室 室長 
    ＜WG1 第９章（気候モデルの評価） LA＞  
 
安成 哲三 
    名古屋大学地球水循環研究センター 教授 
    ＜WG1 第１０章（気候変動の検出と原因特定：全球規模から地域規模まで） RE＞ 
 
木本 昌秀 
    東京大学大気海洋研究所 副所長・教授 
    ＜WG1 第１１章（近未来気候変動：予測と予測可能性） LA＞ 
 
鬼頭 昭雄 
    気象庁気象研究所 気候研究部 部長 
    ＜WG1 第１４章（気候の現象およびその将来の地域規模気候変動との関連性） LA
＞ 



WG2                        11名  <CLA 3名、LA 5名、RE 3名>     

沖 大幹 
    東京大学生産技術研究所 教授  
    ＜WG2 第３章（淡水資源） CLA＞  
 
齋藤 文紀 
    産業技術総合研究所 地質情報研究部門 上席研究員  
    ＜WG2 第５章（沿岸システムおよび低平地） LA＞ 
 
野尻 幸宏 
    国立環境研究所 地球環境研究センター 上席主席研究員 
    ＜WG2 第６章（海のシステム） LA＞ 
 
本田 靖    
    筑波大学大学院 人間総合科学研究科 教授 
    ＜WG2 第11章（人間の健康） LA＞ 
 
竹内 邦良    
    土木研究所  水水害・リスクマネジメント国際センター センター長  
    ＜WG2 第14章（適応の必要性およびオプション） RE＞ 



三村 信男   
    茨城大学地球変動適応科学研究機関  機関長・教授 
    ＜WG2 第15章（適応計画および実施） CLA＞ 
 
高橋 潔 
    国立環境研究所 社会環境システム研究センター 統合評価モデリング研究室主任研究員 
    ＜WG2 第19章（切迫するリスクおよび主要な脆弱性） LA＞  
 
増井 利彦 
    国立環境研究所 社会環境システム研究センター 統合評価モデリング研究室 研究室長 
    ＜WG2 第20章（気候変動に対し回復力のある発展経路：適応、緩和及び持続可能な発展） 
LA＞＞  
 
肱岡 靖明 
    国立環境研究所 社会環境システム研究センター持続可能社会システム研究室主任研究
員    ＜WG2 第24章（アジア） CLA＞＞  
 
武内 和彦 
    国連大学 副学長   
    ＜WG2 第24章（アジア） RE＞ 
 
安原 一哉 
    茨城大学名誉教授 兼 茨城大学地球変動適応科学研究機関 非常勤研究員  
    ＜WG2 第29章（小島嶼） RE＞ 



WG3                                                                9名 <CLA 1名、LA 8名> 

山口 光恒 
    東京大学 先端科学技術研究センター 特任教授 
    ＜WG3 第１章（導入） LA＞ 
 
秋元 圭吾 
    （財）地球環境産業技術研究機構 システム研究グループリーダー 
    ＜WG3 第６章（変移経路の評価） LA＞ 
 
甲斐沼 美紀子 
    国立環境研究所 社会環境システム研究センター フェロー 
    ＜WG3 第７章（エネルギーシステム） LA＞ 
 
小林 茂樹 
    （株）豊田中央研究所 主席研究員  
    ＜WG3 第８章（交通） LA＞  
 
村上 周三 
    建築研究所 理事長 
    ＜WG3 第９章（建築） LA＞  



田中 加奈子 
    科学技術振興機構 低炭素社会戦略センター 研究員  
    ＜WG3 第１０章（産業） LA＞   
 
稲葉 敦 
    工学院大学工学部 教授 
    ＜WG3 第１２章（居住地、インフラ、空間計画） LA＞ 
 
杉山 大志 
    （財）電力中央研究所 社会経済研究所 プロジェクト課題責任者・上席研究員 
    ＜WG3 第１５章（国内・国内小地域政策） CLA＞ 
 
馬奈木 俊介 
    東北大学大学院 環境科学研究科 准教授   
    ＜WG3 第１５章（国内・国内小地域政策） LA＞ 
         
 
                                 （全３０名） 
CLA ： Coordinating Lead Author            ４名  
LA ：  Lead Author                            ２１名 
RE ：  Review Editor                            ５名 



第５次評価報告書スケジュール 
平成25年9月23日～27日  IPCC第37回総会 
 （スウェーデン・ストックホルム）  
第1作業部会報告（自然科学的根拠）  
 
平成26年3月25日～29日  IPCC第38回総会 
 （日本 横浜市） 
第2作業部会報告書（影響、緩和、脆弱性）  
 
平成26年4月7日～12日  IPCC第39回総会 
 （ドイツ ベルリン） 
第3作業部会報告書（緩和策）  
 
平成26年10月27日～31日  統合報告書に関するIPCC総会  
 （デンマーク コペンハーゲン） 
統合報告書承認・公表、及び、本体受諾 







2014年3月、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の総会

が横浜で開催されます。地球温暖化の影響について報告書
にまとめるため、世界中の研究者が集まります。 
 
 このシンポジウムでは、IPCC横浜会議の開催に合わせ、
IPCCに関わっている専門家から温暖化の研究成果について、

各地のゲストから変化する気候についてお話いただきます。
異常気象が起こる中、私たちに何ができるか考えます。 























みんなで議論しましょう！ 

本資料は下記ＨＰの記事を元に作成されています。 
http://www.jccca.org/ipcc/about/index.html 
http://www.kikonet.org/event/20140321.html 
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